
二和病院・健康友の会ニュース

加 藤 伸 次

無差別・平等の医療と福祉
の実現をめざしています

楽
し
く
大
い
に

励
ま
さ
れ
た
５
人
の
発
言

楽
し
く
大
い
に

励
ま
さ
れ
た
５
人
の
発
言

①
平
和
部
の
近
藤
さ
ん
▼
昨
年

８
月
、
原
水
禁
世
界
大
会
に
参

加
。
原
爆
孤
児
と
し
て
育
ち
今

も
後
遺
症
に
苦
し
ん
で
お
ら
れ

る
と
い
う
方
の
お
話
を
、
目
の

前
で
聞
か
せ
て
も
ら
い
忘
れ
る

こ
と
の
で
き
な
い
経
験
と
な
っ

た
。
加
え
て
、「
ひ
と
り
で
も
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
い
う

事
も
学
ん
だ
。
平
和
の
と
り
く

み
を
も
っ
と
も
っ
と
広
げ
た
い
。

②
保
健
活
動
部
の
松
村
さ
ん
▼

２
０
２
６
年
度
か
ら
は
「
保
健

活
動
部
」
を
「
保
健
委
員
会
」

へ
と
名
称
変
更
を
し
、
保
健
大

学
を
卒
業
し
た
多
く
の
保
健
委

員
が
、
無
理
な
く
楽
し
く
参
加

で
き
る
よ
う
な
活
動
を
、
皆
さ

ん
と
一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
た

い
。
そ
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
の

お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
た
い
。

③
西
・
高
・
芝
地
区
の
田
代
さ

ん
▼
役
員
体
制
が
困
難
な
な

か
、
支
え
合
い
な
が
ら
友
の
会

活
動
を
継
続
し
て
い
る
。
ど
こ

の
地
区
も
同
じ
悩
み
を
も
っ
て

い
る
は
ず
。
年
齢
と
と
も
に
病

気
や
足
腰
が
悪
く
な
っ
て
い

く
。
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
若
い

の
会
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

⑤
二
和
地
区
の
岡
本
さ
ん

▼
「
海
老
川
上
流
の
開
発
、

医
療
セ
ン
タ
ー
の
移
転
計
画
」

は
、
場
所
の
問
題
や
建
設
費
な

ど
を
含
め
問
題
が
露
呈
し
て
い

る
。
市
民
の
声
を
反
映
し
た
計

画
に
す
る
た
め
に
見
直
し
を
求

め
る
運
動
を
進
め
た
い
。
そ
の

た
め
に
「
医
療
セ
ン
タ
ー
の
海

老
川
上
流
地
区
移
転
」
の
賛
否

を
問
う
住
民
投
票
を
実
現
さ
せ

た
い
。

人
（
60
・
70
歳
代
）
の
役
員
、

会
員
を
増
や
す
こ
と
だ
。
困
難

だ
が
、
前
向
き
に
一
歩
一
歩
前

進
し
て
い
く
。

④
二
和
地
区
の
斉
藤
さ
ん
▼ 

昨
年
11
月
、
友
の
会
日
帰
り
バ

ス
旅
行
で
野
田
市
へ
。
工
場
見

学
や
紅
葉
散
策
な
ど
を
し
て
と

て
も
楽
し
い
企
画
だ
っ
た
。
バ

ス
旅
行
を
機
に
４
人
の
会
員
が

増
え
た
。
日
頃
友
の
会
活
動
に

参
加
で
き
な
い
方
も
、
こ
れ
を

契
機
に
た
く
さ
ん
の
企
画
や
友

（１）

船橋二和病院ホームページアドレス
https://www.futawa-hp.jp
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０
２
６
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平和な社会でこそ守れるいのちとくらし
世界の宝・憲法９条を持つ日本こそ平和外交を !
平和な社会でこそ守れるいのちとくらし

世界の宝・憲法９条を持つ日本こそ平和外交を !

企画分類名 25年度
企画数

25年度
参加者数

A ウォーキング、散策、健康づ
くり、運動機能チェック 54 746

B 健康講座 50 1,130

C 会員・役員交流会
(お楽しみ会) 13 129

D 趣味や特技を活かした作品
作り交流会 45 542

E 平和活動及び学習会 18 97

F 『いつでも元気』読者会及び
交流会 8 43

G 社会保障活動及び学習会 2 14

H 認知症カフェ
(オレンジカフェ) 12 1,645

I 人材、ボランティア育成の取
り組み 12 183

合  計  数 214 4,529

2025年度 各地区、部・委員会活動 企画参加者数

友
の
会
総
会
で
の
発
言
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

西・高・芝地区 
田代さん

二和地区
斉藤さん

二和地区
岡本さん

保健活動部
松村さん

平和部
近藤さん

第
46
回
　
船
橋
二
和
病
院
　
健
康
友
の
会 

総
会 

開
催

５
月
16
日
（
土
）、
二
和
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
て
、
地
区
役
員
な
ど
57
名
の
参

加
で
健
康
友
の
会
第
46
回
定
期
総
会
を
開
き
、
２
０
２
５
年
度
の
活
動
の
ま
と
め
、
２

０
２
６
年
度
活
動
方
針
、会
計
決
算
と
予
算
を
採
択
し
、新
た
な
役
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

【
来
賓
あ
い
さ
つ
】

　

浦
卓
夫
友
の
会
会
長
の
開

会
挨
拶
に
続
い
て
、
宮
原
重
佳

院
長
よ
り
総
会
へ
の
お
祝
い

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全
国
的
に
病
院
経
営
の
深

刻
な
状
況
が
続
い
て
お
り
、

二
和
病
院
で
も
大
変
困
難

な
経
営
状
況
の
中
、
職
員

が
一
体
と
な
っ
て
奮
闘
し
、

徐
々
に
改
善
傾
向
に
あ
る

と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

政
府
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
医
療
費
抑
制
策
を
強
め
、

病
院
の
病
床
削
減
や
急
性

期
病
床
の
適
用
範
囲
の
締

め
つ
け
、
保
険
適
用
範
囲

の
一
部
自
費
診
療
化
の
導

入
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

続
い
て
、
船
橋
市
二
和

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

郷 

昭
様
よ
り
、
健
康
友
の
会

が
こ
の
地
域
で
活
動
し
て
い

る
点
に
触
れ
ら
れ
、
大
変
評

価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
千
葉
県
健
康
友
の
会

連
合
会
会
長 

秋
元
稔
様
よ
り

あ
た
た
か
い
励
ま
し
の
挨
拶

を
頂
き
ま
し
た
。

【
活
動
を
ふ
り
返
っ
て
】

　

池
田
誠
治
事
務
局
長
か
ら

は
、
活
動
の
ま
と
め
と
方
針

の
提
案
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
直
近
20
年
間
の
会
員

数
の
推
移
と
そ
の
特
徴
点
、
現

在
の
会
員
年
齢
構
成
に
つ
い

て
ふ
れ
る
中
で
、
特
に
コ
ロ

ナ
禍
以
後
、
友
の
会
入
会
数

を
大
き
く
上
回
る
退
会
者
が

発
生
し
て
い
る
状
況
が
あ
り
、

今
後
の
友
の
会
活
動
の
活
性

化
を
は
か
る
大
切
さ
が
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
、
健
康
友
の

会
な
ら
で
は
の
優
位
性
を
発

揮
し
、
①
健
康
づ
く
り
の
活

動
を
引
き
続
き
強
化
し
て
い

く
こ
と
、
②
活
動
の
幅
を
広

げ
て
い
く
た
め
に
会
員
の
特

技
、
能
力
を
活
か
し
て
新
た

な
サ
ー
ク
ル
活
動
を
広
げ
て

い
く
こ
と
、
③
楽
し
く
、
多

様
な
行
事
を
計
画
し
、
実
施

し
て
い
け
る
行
事
部
の
立
ち

上
げ
と
い
う
３
点
の
重
要
性

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
和
・
社
会
保
障
を
守
り
、

く
ら
し
に
活
か
す
友
の
会
活

動
を
発
展
さ
せ
、
仲
間
づ
く

り
を
強
め
よ
う
と
の
提
案
に
、

参
加
者
の
共
感
の
輪
が
広
が

り
ま
し
た
。

【
方
針
の
提
案
】

　

池
田
事
務
局
長
は
、
全
会
員

に
事
前
配
布
さ
れ
た
26
年
度

方
針
に
つ
い
て
、
以
下
の
７

つ
の
柱
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
し
た
。

長い間ありがとうございました。

役員を退任された戸辺さん ( 右 )、
佐藤さん ( 左 )

1 

平
和
憲
法
を
守
り
活
か
し
、
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
を
守
る
運

動
を
す
す
め
る  

2 

誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
す

3 

健
康
づ
く
り
を
促
進
す
る
活
動
を
す
す
め
る

4 

社
会
保
障
の
充
実
、
改
善
を
求
め
、
改
悪
を
や
め
さ
せ
る
活

動
を
す
す
め
る

5 

頼
り
に
な
り
、
信
頼
さ
れ
る
病
院
に
す
る
た
め
の
運
動
を
す

す
め
る

6 

地
球
温
暖
化
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
、
地
球
環
境
保
全
、
自
然

災
害
対
策
に
取
り
組
む

7 

会
員
が
楽
し
く
参
加
で
き
る
大
き
な
組
織
を
め
ざ
し
て
取
り

組
む

宮原院長



ご利用のご案内とお知らせ　(2026年7月1日)

NPO法人健康友の会 な の は な
料金改定　　　　　　について

移送サービス

生活支援サービス

サービスを利用できる方

★　病院・診療所（近隣含む）・買い物等の
　　外出時の送迎を行っています。
★　送迎の費用は二和診療所駐車場を
　　起点に下記のようになっています。

◎身体障害者・要支援、要介護認定を受けている方、
　チェックリスト該当者の方で
 ★　通院、買い物等の時、移動手段にお困りの方 
 ★　診療所内、買い物等で手助けが必要な方

★　車椅子専用車両の場合
　　乗車基本料１乗降につき 500円加算となります

★　診察やスーパーの買い物等で付き添い、
　　見守りを必要とする場合
★　生活支援の費用
　　　　30分に付き……500円（付き添い・待機など）

5 ㎞まで……800円⇒ 1,000円（片道）

5 ㎞以上 2.5kmごとに……800円追加（片道）

国土交通省関東運輸局許可番号　関千福第24号

諸物価高騰への対応のため

事前に　『ＮＰＯ法人・なのはな』に利用会員登録をしていただきます。
※登録時のみ登録料　1,000円かかります。

ご利用のときは必ず２・３日前に予約をして下さい

047－407－7205

ご協力
お願いします！

予約受付時間

予約受付電話番号

休 み

月曜日～金曜日　AM10：00～ PM3：30

日曜・祝日・年末・年始・メーデー　冬季　雪の日はお休みとなります。

（ 　　）8月
実施予定

生き生き友の会・地域の活動

　５月１日（金）・２日（土）と市川市北国分にある
大川原ハーブガーデンに行って来ました。ハーブガ
ーデンでおいしいケーキとハーブティーをいただい
たあと、東松戸に戻って居酒屋でランチ、近くのゆ
いの花公園の花を見ながら芝生の上でゆったりおし
ゃべりと盛りだくさんな一日でした。２日間で延べ
22名の参加でした。

　５月20日（水）、11名参加で「フレイル予防のゆる
健康体操」講座を開催。「足踏みしながら５拍目に拍
手！」の声にみんな一生懸命。「次は“あんたがたど
こさ”を歌いながら“さ”で拍手！２つの動作を同時に
するのが認知症予防のコツですよ」と。肩甲骨や首筋、
足の爪先上げ、甲伸ばしなど普段使わない筋肉を使っ
てのゆる健康体操に参加した方々満足の会でした。

　５月19日（火）、晴天の中出発!!　道中「バラアイ
スを食べましょう」と話しながらバラ園に到着。黄
色の大輪が印象的でした。バラ園の次は谷津干潟を
周りました。ほぼ満潮で、カニや魚が見えました。
木陰で『笑いヨガ』を行い、思い切り声をあげて、
すっきりした気持ちで帰宅の途につきました。

習志野台地区

二和地区学習会

西・高・芝地区 法典地区

〝私が生きやすい社会〟へ

ココロとカラダのツボ療法
けんこう教室 実は身近なお腹の不調

いつでも、誰でも、ふらっと　兵庫

食と健康 私の推し !ピクルス
茨城県ひたちなか市まちのチカラ

好評発売中2026 月号 380円7

会員の作品

船橋市高根台
瀧口伶子習字習字

船橋市二和東
柏木文代絵手紙絵手紙

船橋市丸山
沓沢房枝ペン字ペン字

（２） 2026年7・8月号 第 477 号（２）

　５月22日（金）、二和公民館で開催した「終活」の学習会に
39人の参加があり、関心の高さが伺われました。
　今回は、船橋市在宅医療支援拠点「ふなぽーと」の佐々木ゆ
かりさん、二和・八木が谷地域包括支援センター長の内藤講平
さんに講師をお願いしました。

最後まで自分らしく生きるための準備が「終活」

エンディングノートを書くために
　大切さはわかってもなかなか書きづらいのが実情です。
そのため、当日は「もしバナゲーム」というものを使い、
内藤さんも交えグループワークをおこないました。
　ゲームでは、「エンディングノート」を記入する前に、「も
し」あなたに治療困難な病気があり、先日医師より病状
は思わしくなく「この先残された時間はあと１年です」
と告げられたその時に、なにを思い、どのように考え、
何を大切に過ごしていくのかという想定で意見を出し合う中で、お互いの価値観が活発
に共有され、自分が大切に思うことを見直す機会となりました。
　今回の学習会は、「死」をむかえるまで、自分自身の価値観を大切に自分らしく生きて
いくことの大切さを学ぶ機会となりました。

　佐々木さんは、だれも避けられな
い「死」にむかって自分自身の価値
観と向かい合い、最後まで自分らし
く生きるために、受け身ではなく自
分の考えを整理して準備することが

「終活」です。例えば、今できること
を精一杯したい、身体が動くうちに
伝えたいことを伝えたい人に伝えた
い、家族に任せたい、残された家族
が困らない様にしたい等、自分の考
えをまとめることが大切であり、「エ
ンディングノート」はそうした自身
の気持ちをノートとして書き残すも
のです、とお話しされされました。

＊老いや病による身体の変化はすべての人々が対象

例えば…… ☆今出来ることを精一杯したい
☆体が動くうちに伝えたい
☆家族に任せたい
☆残された家族が困らないように　等

本日のお持ち帰りは自身の価値観

避けられないことに
どのように向き合うのか

身体の変化や価値観は人それぞれ

受け身でなく
自身のこととして考えることが大切

だからこそ……

佐々木ゆかりさんの資料より

自分自身を見直す機会となった「終活」のはなし


